
年間授業計画

（ )
教　科： 科　目： 単位数： 単位

第 1 学年

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

 科目:　化学基礎
　理　科 　化学基礎 2

対象学年組：

高等学校 令和 6 年度 1 学年用  教科:　理　科

　化学基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

化学について学び、身近で起こっている現象
と学んだ知識を結びつける。化学変化につい
て理解し，観察，実験などを通じて原理を探
究する基本的な技能を身に付けるようにす
る。

化学実験を通じて、身近な現象を理解し、探
究する力を養う。化学変化の現象、原理を自
分の言葉で表現できるようにする。

物質とその変化、化学現象、身近な化学変化
などに主体的に関わり、探究しようとする態
度を養う。

　理　科

【 知　識　及　び　技　能 】
日常生活や社会との関連を図りながら，物質とその変化について理解するとともに，科学的に探究する
ために必要な観察，実験などに関する基本的な技能を身に付けるようにする。

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

物質とその変化に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。

東書 化基７０２ 新編化学基礎

態
配当
時数

１

学

期

１編　化学と人間生活
１章　化学とは何か
２章　物質の成分と構成元素
【知識及び技能】
化学と物質について、化学の特徴、
物質の分離・精製、単体と化合物、
熱運動と物質の三態のことを理解す
るとともに、それらの観察・実験な
どに関する技能を身につけることが
できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
化学と物質について、問題を見出し
見通しをもって実験などを行い、考
察し表現できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
化学の特徴、物質の分離・精製、単
体と化合物、熱運動と物質の三態に
関する現象について主体的に関わ
り、班で協力して振り返りを行うな
ど、探究しようとする態度を養う。

１編　化学と人間生活
１章　化学とは何か
２章　物質の成分と構成元素
　１節　物質の成分
　２節　物質の構成元素
　３節　物質の三態

一人１台端末を活用し、映像コンテ
ンツの視聴、主体的な探究活動（調
べた情報の共有、知らない内容を調
べる）などを行う。

【知識・技能】
化学と物質について、物質の特徴、物質の三態
などを理解するとともに、科学的に探究するた
めに必要な観察・実験などに関する基本操作、
技能が身についている。
【思考・判断・表現】
化学と物質について問題を見出し、見通しを
持って実験を行い、科学的に考察し、表現する
など、科学的に探究をしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
化学の特徴、物質の分離・精製、単体と化合
物、熱運動と物質の三態に関する現象について
主体的に関わり、班で協力して振り返りを行う
など、探究しようとしている。
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２編　物質の構成
１章　原子の構成と元素の周期表
【知識及び技能】
物質の構成粒子について、原子の構
造、電子配置、周期表のことを理解
するとともに、それらの観察・実験
などに関する技能を身につけること
ができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
物質の構成粒子について、問題を見
出し見通しをもって実験などを行
い、考察し表現できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
物質の構成粒子について、原子の構
造、電子配置、周期表に関する実験
に対して主体的に関わり、班で協力
して振り返りを行うなど、探究しよ
うとする態度を養う。

２編　物質の構成
１章　原子の構成と元素の周期表
　１節　原子の構造
　２節　電子配置と周期表

一人１台端末を活用し、映像コンテ
ンツの視聴、主体的な探究活動（調
べた情報の共有、知らない内容を調
べる）などを行う。

【知識・技能】
物質の構成粒子について、原子の構造、電子配
置、周期表のことを理解するとともに、それら
の観察・実験などに関する技能を身についてい
る。
【思考・判断・表現】
物質の構成粒子について、問題を見出し見通し
をもって実験などを行い、考察し表現するな
ど、科学的に探究している。
【主体的に学習に取り組む態度】
物質の構成粒子について、原子の構造、電子配
置、周期表に関する実験に対して主体的に関わ
り、班で協力して振り返りを行うなど、探究し
ようとしている。

〇 〇 〇
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２章　化学結合
【知識及び技能】
物質と化学結合について、イオンと
イオン結合、分子と共有結合のこと
を理解するとともに、それらの観
察・実験などに関する技能を身につ
けることができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
物質と化学結合について、観察・実
験などを通して探求し、問題を見出
して表現できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
物質と化学結合について、イオンと
イオン結合、分子と共有結合に関す
る実験に対して主体的に関わり、班
で協力して振り返りを行うなど、探
究しようとする態度を養う。

２章　化学結合
　１節　イオンとイオン結合
　２節　分子と共有結合

一人１台端末を活用し、映像コンテ
ンツの視聴、主体的な探究活動（調
べた情報の共有、知らない内容を調
べる）などを行う。

【知識・技能】
物質と化学結合について、イオンとイオン結
合、分子と共有結合、金属と金属結合のことを
理解するとともに、それらの観察・実験などに
関する技能が身についている。
【思考力、判断力、表現力等】
物質と化学結合について、問題を見出し見通し
をもって実験などを行い、考察し表現するな
ど、科学的に探究している。
【学びに向かう力、人間性等】
物質と化学結合について、イオンとイオン結
合、分子と共有結合、金属と金属結合に関する
実験に対して主体的に関わり、班で協力して振
り返りを行うなど、探究しようとしている。

〇 〇 〇
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２章　化学結合
【知識及び技能】
物質と化学結合について、金属と金
属結合、結合の種類のことを理解す
るとともに、それらの観察・実験な
どに関する技能を身につけることが
できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
物質と化学結合について、観察・実
験などを通して探求し、問題を見出
して表現するなど、科学的に探究で
きるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
物質と化学結合について、金属と金
属結合、結合の種類に関する実験に
対して主体的に関わり、班で協力し
て振り返りを行うなど、探究しよう
とする態度を養う。

２章　化学結合
　３節　金属と金属結合
　４節　化学結合と物質の分類

一人１台端末を活用し、映像コンテ
ンツの視聴、主体的な探究活動（調
べた情報の共有、知らない内容を調
べる）などを行う。

【知識及び技能】
物質と化学結合について、金属と金属結合、結
合の種類のことを理解するとともに、それらの
観察・実験などに関する技能を身についてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
物質と化学結合について、観察・実験などを通
して探求し、問題を見出して表現するなど、科
学的に探究している。
【学びに向かう力、人間性等】
物質と化学結合について、金属と金属結合、結
合の種類に関する実験に対して主体的に関わ
り、班で協力して振り返りを行うなど、探究し
ようとしている。

〇 〇 〇 14

３編　物質の変化
１章　物質量と化学反応式
【知識及び技能】
物質量、水溶液の濃度のことを理解
するとともに、それらの観察・実験
などに関する技能を身につけること
ができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
物質量、水溶液の濃度について、観
察・実験などを通して探求し、問題
を見出して表現できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
物質量、水溶液の濃度に関する実験
に対して主体的に関わり、班で協力
して振り返りを行うなど、探究しよ
うとする態度を養う。

３編　物質の変化
１章　物質量と化学反応式
　１節　原子量・分子量・式量
　２節　物質量
　３節　溶液の濃度

一人１台端末を活用し、映像コンテ
ンツの視聴、主体的な探究活動（調
べた情報の共有、知らない内容を調
べる）などを行う。

【知識及び技能】
物質量、水溶液の濃度のことを理解するととも
に、それらの観察・実験などに関する技能が身
についている。
【思考力、判断力、表現力等】
物質量、水溶液の濃度について、観察・実験な
どを通して探求し、問題を見出して表現するな
ど、科学的に探究している。
【学びに向かう力、人間性等】
物質量、水溶液の濃度に関する実験に対して主
体的に関わり、班で協力して振り返りを行うな
ど、探究しようとしている。

〇 〇
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３編　物質の変化
１章　物質量と化学反応式
【知識及び技能】
化学反応式についての実験を通じ
て、化学反応式のことを理解すると
ともに、それらの観察、実験などに
関する技能を身につけることができ
るようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
化学反応式について、観察実験を通
じて探究し、化学反応の現象につい
て表現できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
化学反応式に関する現象に主体的に
関わり、科学的に探究しようとする
態度を養う。

３編　物質の変化
１章　物質量と化学反応式
　４節　化学反応の表し方
　５節　化学反応の表す量的
　　　　関係

一人１台端末を活用し、映像コンテ
ンツの視聴、主体的な探究活動（調
べた情報の共有、知らない内容を調
べる）などを行う。

【知識及び技能】
化学反応式についての実験を通じて、化学反応
式のことを理解するとともに、それらの観察、
実験などに関する技能が身についている。
【思考力、判断力、表現力等】
化学反応式について、観察実験を通じて探究
し、化学反応の現象について表現することがで
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
化学反応式に関する現象に主体的に関わり、科
学的に探究しようとしている。

〇 〇
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３編　物質の変化
２章　酸と塩基
３章　酸化還元反応
【知識及び技能】
実験を通じて、酸と塩基及び酸化還
元反応のことを理解するとともに、
それらの観察、実験などに関する技
能を身につけることができるように
する。
【思考力、判断力、表現力等】
酸と塩基及び酸化還元反応につい
て、観察実験を通じて探究し、化学
反応の現象について表現できるよう
にする。
【学びに向かう力、人間性等】
酸と塩基及び酸化還元反応に関する
現象に主体的に関わり、科学的に探
究しようとする態度を養う。

３編　物質の変化
２章　酸と塩基
　１節　酸と塩基
　２節　水素イオン濃度とpH
　３節　中和反応と塩の生成
　４節　中和滴定
３章　酸化還元反応
　１節　酸化と還元
　２節　酸化剤と還元剤
　３節　金属の酸化還元反応
　４節　酸化還元反応の応用

一人１台端末を活用し、映像コンテ
ンツの視聴、主体的な探究活動（調
べた情報の共有、知らない内容を調
べる）などを行う。

【知識及び技能】
実験を通じて、酸と塩基及び酸化還元反応のこ
とを理解するとともに、それらの観察、実験な
どに関する技能が身についている。
【思考力、判断力、表現力等】
酸と塩基及び酸化還元反応について、観察実験
を通じて探究し、化学反応の現象について表現
することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
酸と塩基及び酸化還元反応に関する現象に主体
的に関わり、科学的に探究しようとしている。
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